
地元の小学生の田植え、稲刈り体験の活動に長年関わり、近年は、に
いはるこども園の園児を対象に、野菜（じゃがいも・さつまいも）の栽
培指導と収穫体験活動を実施している。畑やさつまいもの苗などは自ら
提供し、毎年、熱心に子どもたちへの指導を行っている。子どもたちが
収穫したさつまいもは園に持ち帰っておやつにしたり、ジャガイモはカ
レーパーティーなどが企画され、そこで食べられる。
自然との関わりや体験が減少している中、子どもたちが、種まきから
収穫という一連の野菜栽培体験をすることで、子どもたちの収穫の喜び、
食べる喜び、農産物が成長することへの興味や自然への感謝の心を育ん
でいる。また、米、さくらんぼ、リンゴ、きのこ、そばなど多種にわ
たって栽培しているため、子どもたちも、身近な食材に親しむことがで
き、季節の変化や食物の成長によって自然の力を感じられる場にもなっ
ている。
その他、平成２１年から東京、埼玉、千葉などの県外の中学生や高校
生の民泊体験や、日帰り農業体験の受け入れなども積極的に行っている。
民泊体験は毎年７０名程度、日帰り農業体験は毎年４００名程度と多く
の学生を毎年受け入れている。
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～活動報告～

活動を始めた時期：平成７年４月 推薦：みなかみ町長
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活動の様子


